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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】より簡単な構成で、かつ安全な透過照明を備え
る内視鏡用の光源装置を提供する。
【解決手段】主光源２８と、副光源３２とを備える内視
鏡１０の光源装置３５において、内視鏡先端の位置を体
外に知らせる透過照明を点灯する指示を受け付ける指示
受付部２９と、指示受付部が指示を受け付けた場合、光
源を副光源に切り替える切替制御部３１とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主光源と、副光源とを備える内視鏡の光源装置において、
　内視鏡先端の位置を体外に知らせる透過照明を点灯する指示を受け付ける指示受付部と
、
　前記指示受付部が前記指示を受け付けた場合、光源を前記副光源に切り替える切替制御
部と
を備えることを特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記副光源はＬＥＤを含むことを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　前記副光源は少なくとも一つの有彩色の光を出射することを特徴とする請求項１又は２
に記載の光源装置。
【請求項４】
　前記有彩色は緑色又は青色を含むことを特徴とする請求項３に記載の光源装置。
【請求項５】
　前記副光源は白色の光を出射することを特徴とする請求項１から４の何れか一つに記載
の光源装置。
【請求項６】
　前記主光源での不具合発生を検知する検知部を備え、
　前記検知部によって不具合が検知された場合、前記副光源は白色の光を出射することを
特徴とする請求項５に記載の光源装置。
【請求項７】
　前記副光源の光量を増減させる増減制御部を備えることを特徴とする請求項１から６の
何れか一つに記載の光源装置。
【請求項８】
　前記副光源は複数色の光を出射し、
　前記増減制御部は少なくとも一色ずつ増減させることを特徴とする請求項７に記載の光
源装置。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか一つに記載の光源装置と、
　前記光源装置からの光を用いて体内を撮像する電子内視鏡と
を備えることを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主光源と、副光源とを備える内視鏡の光源装置、及び、該光源装置を備える
電子内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、患者の腸内を診断するためのシステムとして、電子内視鏡システムが一般に知ら
れ、実用に供されている。このような電子内視鏡システムは、主光源とは別個に副光源を
内蔵し、主光源に不具合が発生した場合副光源に切り替えることができる内視鏡用の光源
装置を有している。
【０００３】
　例えば、特許文献１においては、主光源及び副光源を内蔵している内視鏡用の光源装置
であって、前記主光源と前記副光源とが電源を共有できない構造である場合、前記副光源
の電源を、斯かる光源装置が既に有する他の電動部材の電源と共有できるようにした光源
装置が開示されている。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４４４７２１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般に、内視鏡の光源装置には、主光源としてキセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀
ランプ等の高輝度ランプが使用されている。また、主光源は内視鏡の先端部が体内の何処
にあるかを体外の操作者に光を用いて知らせるための透過照明用の光源として用いられて
いる。
【０００６】
　しかしながら、このように主光源を透過照明用の光源として用いる光源装置においては
、通常の主光源として使用する場合は主光源が発する光の光量を低減させ、主光源を透過
照明として使用する場合は主光源が発する光の光量を増加させる構成を有している。従っ
て、前記主光源が発する光の光量を増減する機構が別度必要であるうえに、主光源が発す
る光に含まれる赤外線、ＵＶ等の人体に対する影響を防ぐために、各種のフィルタが必要
である。よって、装置の製造コストが高まる。
【０００７】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、主光源
及び副光源を内蔵している内視鏡用の光源装置において、より簡単な構成で、かつ安全に
透過照明を照射できる光源装置と、該光源装置を備える電子内視鏡装置とを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本実施例に係る光源装置は、主光源と、副光源とを備える内視鏡の光源装置において、
内視鏡先端の位置を体外に知らせる透過照明を点灯する指示を受け付ける指示受付部と、
前記指示受付部が前記指示を受け付けた場合、光源を前記副光源に切り替える切替制御部
とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　本実施例に係る電子内視鏡装置は、上述の何れか一つの光源装置と、前記光源装置から
の光を用いて体内を撮像する電子内視鏡とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本実施例によれば、主光源及び副光源を内蔵している内視鏡用の光源装置において、簡
単な構成で、かつ安全に透過照明を照射できる光源装置と、該光源装置を備える電子内視
鏡装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態１に係る電子内視鏡装置の要部構成を示す図である。
【図２】実施の形態１に係る電子内視鏡装置における主光源及び副光源の切り替えを説明
する説明図である。
【図３】実施の形態１に係る電子内視鏡装置における主光源及び副光源の切り替えを説明
する説明図である。
【図４】実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサの制御部の要部構成を示す機能ブロッ
ク図である。
【図５】実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサにおいて、操作パネルを介して透過照
明点灯の指示を受け付けられた場合の制御部の処理を説明するフローチャートである。
【図６】実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサにおいて、操作パネルを介して透過照
明点灯の指示が受け付けられた場合の制御部の処理を説明するフローチャートである。
【図７】実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサにおいて、主光源駆動回路によって主
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光源に不具合が発生したと検知された場合の制御部の処理を説明するフローチャートであ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
（実施の形態１）
　以下においては、本発明に係る光源装置を電子内視鏡装置に適用した場合を例に挙げて
、図面に基づいて詳しく説明する。本発明に係る光源装置は、例えば、大腸用電子内視鏡
又は小腸用電子内視鏡に用いられる。
【００１３】
　図１は実施の形態１に係る電子内視鏡装置の要部構成を示す図である。電子内視鏡装置
１００は、電子内視鏡１０と、電子内視鏡プロセッサ２０とを備える。
【００１４】
 電子内視鏡１０は、可撓性の挿入部１１と、挿入部１１の体外端に設けられた操作部１
２と、操作部１２に一端が接続されたユニバーサルチューブ１３とを備えている。挿入部
１１の先端部には、撮像レンズ、撮像素子等を含む撮像部１６が内蔵されている。撮像部
１６は、挿入部１１の先端面に設けられた観察窓から外部を撮像可能に配置されている。
さらに挿入部１１の先端面には、照明光の導光手段としてのライトガイド（光ファイバ束
）１５の光射出端１５ｂが配置されている。操作部１２には、撮像部１６の動画撮影、静
止画撮影などを制御する操作ボタン、挿入部１１の先端部近傍に設けられた湾曲機構を操
作する湾曲操作ノブ等が設けられている。
【００１５】
 電子内視鏡１０は、ユニバーサルチューブ１３の他端に設けられたコネクタ１４を介し
て、電子内視鏡プロセッサ２０のコネクタ２１に着脱自在に接続される。電子内視鏡プロ
セッサ２０内には、撮像部１６が撮像した映像信号を処理する信号処理回路２２が設けら
れている。信号処理回路２２では、例えば撮像部１６からのＲＧＢ信号に対して、ノイズ
除去、ガンマ処理等を適宜行い、また画像編集を行う。信号処理回路２２によって処理さ
れたＲＧＢ信号は外部のテレビモニタ等に入力され、視覚化される。また、信号処理回路
２２は前記ＲＧＢ信号に基づいて輝度レベルを検出する。斯かる輝度レベルは、後述する
主光源２７が発する光の光量を制御する絞りの調整などに使用される。
【００１６】
　撮像部１６と信号処理回路２２は、コネクタ１４、２１を介して接続された、挿入部１
１、操作部１２およびユニバーサルチューブ１３内に収容された信号ケーブル１７と、電
子内視鏡プロセッサ２０内に配線された映像ケーブル２２ａとを介して接続されている。
【００１７】
 ライトガイド１５は、挿入部１１の先端面から、挿入部１１、操作部１２およびユニバ
ーサルチューブ１３内を通って、電子内視鏡プロセッサ２０内のライトガイド２５と光接
続している。ライトガイド１５の他端部はコネクタ１４内の光コネクタ（図示せず）に接
続されており、前記光コネクタは、コネクタ１４とコネクタ２１とが接続されたときに、
同時にコネクタ２１内の光コネクタ（図示せず）に接続され、ライトガイド１５の光入射
端１５ａと、ライトガイド２５の一端の光射出端２５ｂとが光接続される。
【００１８】
　電子内視鏡プロセッサ２０は電子内視鏡１０の光源として光源装置３５を備えている。
光源装置３５は主光源２７及び副光源３２を備えている。主光源２７は、主光源駆動回路
２８によって点灯駆動制御される。主光源駆動回路２８は、商用電源から電力供給を受け
る主光源電源回路３０から出力される電流によって主光源２７の点灯を制御する。また、
主光源駆動回路２８は、主光源２７に不具合が発生したか否かを検知する。主光源駆動回
路２８は、主光源２７での不具合、例えば、キセノンランプ２７１の故障などを検知した
場合、その旨を制御部３１に通知する。
【００１９】
　主光源２７は光源としてキセノンランプ２７１を有している。これに限るものでなく、
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主光源２７の光源はハロゲンランプ、水銀ランプ、メタルハライドランプなどの高輝度ラ
ンプであっても良い。さらに主光源２７は、高輝度ランプから発光された光を収束する集
光レンズなどを備えている。
【００２０】
　主光源２７の付近にはライドガイド２５の他端の光入射端２５ａが設けられている。主
光源２７の光収束位置と光入射端２５ａとが一致するように、すなわち、主光源２７から
発せられる光の光軸上に光入射端２５ａが位置するように、主光源２７およびライトガイ
ド２５が配置されている。主光源２７から出射された光は、ライドガイド２５の光入射端
２５ａに入射される。
【００２１】
　主光源２７と光入射端２５ａとの間における主光源２７の光路内には絞り２６が配置さ
れている。制御部３１によって絞り２６の開閉が制御されることにより、光入射端２５ａ
に入射する光の光量が調整される。
【００２２】
 主光源２７より発せられ、光入射端２５ａから入射した光は、ライトガイド２５、光射
出端２５ｂ、光入射端１５ａ及びライトガイド１５の順に導かれ、ライトガイド１５の光
射出端１５ｂから挿入部１１の先端面の照明窓を介して外部に射出して体内を照明する。
【００２３】
 絞り２６の開閉は自動作動又は手動作動を設定できる。自動作動に設定されている場合
は、信号処理回路２２が検出した輝度レベルに基づいて制御部３１によって制御される。
例えば、輝度レベルが所定閾値よりも高くなると制御部３１は絞り２６を閉じ、所定閾値
よりも低くなると制御部３１は絞り２６を開放することにより、輝度レベルが所定範囲内
に納まるように制御する。手動作動に設定されているときは、キー（図示せず）等を介し
て操作者から絞り値を受け付け、受け付けた絞り値まで、制御部３１が絞り２６を開閉す
る。なお、絞り２６の開閉度は、制御部３１がセンサ３７を介して検出する。
【００２４】
　副光源３２は、主光源２７が寿命により、またはなんらかの故障により点灯しなくなっ
たとき、又は、特定の用途の際に、主光源２７に代わって光を照射する。副光源３２は、
例えば、高輝度のＬＥＤ３２１を一つ又は複数有している。例えば、ＬＥＤ３２１は、青
色ＬＥＤに蛍光体を加えて白色を出射するいわゆるシングル方式であっても良く、３色（
ＲＧＢ）のＬＥＤを用いてこれら光の混合により白色の光を出射するいわゆるマルチ方式
であっても良い。また、これに限るものでなく、副光源３２は半導体レーザであっても良
い。
【００２５】
　副光源３２は少なくとも一つの有彩色の光を出射するように構成されている。斯かる有
彩色は、例えば、緑色又は青色である。副光源３２から出射される緑色又は青色の光は、
赤外及びＵＶに係る波長領域がカットされたものである。以下においては、副光源３２が
緑色の光を出射する場合を例として説明する。
【００２６】
　副光源３２は副光源駆動回路３３に接続されており、副光源駆動回路３３によって副光
源３２の点灯が駆動制御される。副光源駆動回路３３は、副光源電源回路３６に接続され
ており、例えば、副光源３２を点滅等させることが可能である。
【００２７】
 さらに副光源駆動回路３３は、アクチュエータ３４を介して副光源３２を、主光源２７
の光路外の待機位置と、主光源２７の光路内であって光入射端２５ａと対向する使用位置
（副光源発光位置とも言う）とに移動させて、この使用位置において副光源３２を点灯さ
せる。なお副光源３２は前記待機位置に保持されている場合、消灯されている。
【００２８】
 図２及び図３は実施の形態１に係る電子内視鏡装置１００における主光源２７及び副光
源３２の切り替えを説明する説明図である。詳しくは、図２は副光源３２が前記待機位置
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に位置している場合（切り替え前）を示しており、図３は副光源３２が前記使用位置（切
り替え後）に位置している場合を示している。
【００２９】
　例えば、主光源２７が故障した場合、又は、後述する透過照明点灯の場合、制御部３１
の指示に応じて副光源駆動回路３３がアクチュエータ３４への通電を行う。この際、アク
チュエータ３４は、その端部に副光源３２（ＬＥＤ３２１）を保持しているアームＲを回
動させてＬＥＤ３２１を前記使用位置に移動させる（図３参照）。
【００３０】
　より詳しくは、アクチュエータ３４への通電が行われていない場合、ＬＥＤ３２１は図
２に示す待機位置に位置し、主光源２７からの光が光入射端２５ａに入射する（図２の点
線の矢印参照）。一方、アクチュエータ３４への通電が行われた場合、アクチュエータ３
４はアームＲを回動させてＬＥＤ３２１を図３に示す使用位置、つまり、光入射端２５ａ
と対向する副光源発光位置に移動させる。そしてＬＥＤ３２１は、アクチュエータ３４に
通電されている間、前記副光源発光位置に保持される。
【００３１】
　このようにＬＥＤ３２１が副光源発光位置に移動すると、副光源駆動回路３３はＬＥＤ
３２１に通電させて発光させ、ＬＥＤ３２１から出射された光は光入射端２５ａに入射す
る（図３の点線の矢印参照）。さらに制御部３１は、ＬＥＤ３２１が発光していることを
、電子内視鏡プロセッサ２０の筐体等に設けた表示ランプ３８を点滅させて操作者等に知
らせる。
【００３２】
　また、電子内視鏡プロセッサ２０は操作パネル２９（指示受付部）を備えており、操作
パネル２９を介して操作者の指示を受け付ける。例えば、操作者は、操作パネル２９を適
宜操作することにより、透過照明を点灯することができる。ここで、透過照明とは、挿入
部１１の先端部が体内の何処にあるか光を用いて体外に知らせるためのものである。すな
わち、透過照明が点灯した場合該透過照明の一部が体外から視認できるので、操作者は電
子内視鏡１０の先端部の体内の位置を確認できる。
【００３３】
　本実施の形態に係る電子内視鏡装置１００はこれに限るものでない。操作者は操作部１
２を適宜操作することにより、操作部１２が前記透過照明を点灯する指示を受け付けるこ
とができる。操作部１２が受け付けた斯かる指示は図示しない回線を介して制御部３１に
入力される。
【００３４】
　図４は実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサ２０の制御部３１の要部構成を示す機
能ブロック図である。制御部３１はＤＳＰ（Digital Signal Processor）のようなプロセ
ッサにより構成され、切替制御部３１１と、点滅制御部３１２（増減制御部）と、検知部
３１３とを備えている。
【００３５】
　切替制御部３１１は、副光源駆動回路３３を介してアクチュエータ３４を制御すること
により、光源を主光源２７又は副光源３２に切り替える。例えば、操作パネル２９を介し
て透過照明点灯の指示が受け付けられた場合、又は、主光源駆動回路２８を介して主光源
２７の故障が検知された場合、切替制御部３１１は光源を主光源２７から副光源３２に切
り替える。
【００３６】
　点滅制御部３１２は副光源駆動回路３３を介して副光源３２（ＬＥＤ３２１）が発する
光の光量を増減させる。例えば、操作パネル２９を介して透過照明点灯の指示が受け付け
られた場合、切替制御部３１１が光源を主光源２７から副光源３２に切り替え、点滅制御
部３１２は副光源３２の光の光量を増減させる。以下においては、点滅制御部３１２が副
光源３２の光の光量を増減させる例として、所定の間隔にて副光源３２を点滅させる場合
を説明する。
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【００３７】
　検知部３１３は、主光源駆動回路２８を介して主光源２７に不具合が発生したかを検知
する。切替制御部３１１は、検知部３１３の検知結果に基づいて、光源を主光源２７から
副光源３２に切り替える。
【００３８】
　更に、制御部３１は上述した各種ハードウェアの制御を行ない、装置全体を本実施の形
態の電子内視鏡装置１００として動作させる。
【００３９】
　図５は実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサ２０において、操作パネル２９を介し
て透過照明点灯の指示が受け付けられた場合の制御部３１の処理を説明するフローチャー
トである。
【００４０】
　制御部３１は操作パネル２９を監視することにより、透過照明指示を受け付けたか否か
を判定する（ステップＳ１０１）。制御部３１は透過照明指示を受け付けていないと判定
した場合（ステップＳ１０１：ＮＯ）、斯かる判定を繰り返す。また、制御部３１が透過
照明指示を受け付けたと判定した場合（ステップＳ１０１：ＹＥＳ）、切替制御部３１１
が光源を主光源２７から副光源３２に切り替える（ステップＳ１０２）。
【００４１】
　次いで、点滅制御部３１２は副光源駆動回路３３を介して副光源３２（ＬＥＤ３２１）
を所定の間隔にて点滅させる（ステップＳ１０３）。
【００４２】
　以上のように、実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサ２０においては、透過照明を
点灯する指示を操作者から受け付けた際、ＬＥＤ３２１を点灯させ、かつＬＥＤ３２１を
点滅させる。従って、電子内視鏡の操作者は斯かる電子内視鏡が体内の何処にあるのか容
易に視認できる。
【００４３】
　以上においては、実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサ２０が透過照明を点灯する
指示を受け付けた場合、副光源３２（ＬＥＤ３２１）が点滅される場合を例に挙げて説明
したが、本発明はこれに限るものでなく、副光源３２を点滅させなくても良い。一般に、
体内から光を照射した場合、体外には赤く映る。これに対して、上述したように、実施の
形態１に係る副光源３２（ＬＥＤ３２１）は緑色又は青色であり、青色は赤色とは補色関
係にあり、視認されやすい。従って、副光源３２を点滅させなくても、斯かる電子内視鏡
の操作者は体内における電子内視鏡の位置を視認することができる。
【００４４】
　一方、従来においては、透過照明を点灯する指示を受け付けた場合、主光源２７の光の
光量を増やして対応していた。しかし、上述したように、主光源２７はキセノンランプ、
ハロゲンランプ等が用いられるので光射出端１５ｂの付近にて高熱が発生するおそれがあ
り、照明光の光量を増減させるための機構が別度必要であった。更に、赤外線及びＵＶが
人体へ影響を及ぼすおそれもあるから、各種のフィルタを備える必要もあった。また、キ
セノンランプ、ハロゲンランプ等は点滅動作を頻繁に行なう場合、劣化が加速する。
【００４５】
　これに対し、実施の形態１に係る電子内視鏡プロセッサ２０においては、副光源３２の
ＬＥＤ３２１を用いて透過照明を行う。従って、長時間使用可能であり、点灯中の発熱を
抑えることができるので安全である。かつ、上述したような、照明光の光量を増減させる
機構、各種のフィルタ等が不要であり、部品点数を低減でき、装置のコンパクト化が可能
である。
【００４６】
　上述した切替制御部３１１、点滅制御部３１２及び検知部３１３は、ハードウェアロジ
ックによって構成してもよいし、制御部３１が所定のプログラムを実行することにより、
ソフトウェア的に構築されてもよい。
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【００４７】
（実施の形態２）
　実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０は、実施の形態１と略同様の構成を有す
るが、副光源３２の構成において相違する。以下、詳しく説明する。
【００４８】
 電子内視鏡プロセッサ２０は、主光源２７と、副光源３２とを備えている。副光源３２
は、例えば、高輝度のＬＥＤ３２１を複数有している。ＬＥＤ３２１は、青色ＬＥＤに蛍
光体を加えたいわゆるシングル方式であっても良く、３色（ＲＧＢ）のＬＥＤを用いるい
わゆるマルチ方式であっても良い。
【００４９】
　副光源３２は二色以上の光を夫々出射できるように構成されている。副光源３２は、例
えば、白色と、緑色又は青色とを出射する。以下においては、副光源３２が白色及び緑色
の光を夫々出射する場合を例として説明する。
【００５０】
　図６は実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０において、操作パネル２９を介し
て透過照明点灯の指示が受け付けられた場合の制御部３１の処理を説明するフローチャー
トである。
【００５１】
　制御部３１は操作パネル２９を監視することにより、透過照明指示を受け付けたか否か
について判定する（ステップＳ２０１）。制御部３１は透過照明指示を受け付けていない
と判定した場合（ステップＳ２０１：ＮＯ）、斯かる判定を繰り返す。また、制御部３１
が透過照明指示を受け付けたと判定した場合（ステップＳ２０１：ＹＥＳ）、切替制御部
３１１が光源を主光源２７から副光源３２に切り替える（ステップＳ２０２）。
【００５２】
　次いで、制御部３１はステップＳ２０１での判定結果に基づいて、出射すべき光の色を
白色及び緑色から選択する。例えば、透過照明指示を受け付けたと判定した場合、制御部
３１は緑色を選択する（ステップＳ２０３）。制御部３１の選択に応じて、副光源３２は
緑色の光のみを出射する。
【００５３】
　この際、点滅制御部３１２は副光源駆動回路３３を介して副光源３２（ＬＥＤ３２１）
を所定の間隔にて点滅させる（ステップＳ２０４）。すなわち、副光源３２において、緑
色の光が点滅する。
【００５４】
　以上のように、実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０においては、透過照明を
点灯する指示を操作者から受け付けた際、副光源３２が緑色の光を点滅させる。従って、
電子内視鏡の操作者は斯かる電子内視鏡の先端部が体内の何処にあるのか容易に視認でき
る。
【００５５】
　以上においては、実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０が透過照明を点灯する
指示を受け付けた場合、副光源３２が緑色の光を点滅させる場合を例に挙げて説明したが
、本発明はこれに限るものでなく、光を点滅させなくても良い。
【００５６】
　また、実施の形態１と同様、実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０においても
、副光源３２（ＬＥＤ３２１）を長時間使用可能であり、点灯中の発熱を抑えることがで
き、安全である。かつ、部品点数を低減でき、装置のコンパクト化が可能である。
【００５７】
　なお、以上においては、二色以上の光のうち、何れか一つが点灯する場合を例に挙げて
説明したが、実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０は以上の記載に限るものでな
い。例えば、ＬＥＤ３２１が３色（ＲＧＢ）のＬＥＤを用いたマルチ方式である場合、赤
色光、緑色光、青色光を全て選択し、点滅制御部３１２がこれら三色の光を少なくとも一
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【００５８】
　図７は実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０において、主光源駆動回路２８に
よって主光源２７に不具合が発生したと検知された場合の制御部３１の処理を説明するフ
ローチャートである。
【００５９】
　検知部３１３は主光源駆動回路２８を監視することにより、主光源２７に不具合が発生
したか否かについて判定する（ステップＳ３０１）。検知部３１３は主光源２７に不具合
が発生していないと判定した場合（ステップＳ３０１：ＮＯ）、斯かる判定を繰り返す。
また、検知部３１３が主光源２７に不具合が発生したと判定した場合（ステップＳ３０１
：ＹＥＳ）、切替制御部３１１が光源を主光源２７から副光源３２に切り替える（ステッ
プＳ３０２）。
【００６０】
　次いで、制御部３１はステップＳ３０１での判定結果に基づいて、出射すべき光の色を
白色及び緑色から選択する。例えば、主光源２７に不具合が発生したと判定した場合、制
御部３１は白色を選択する（ステップＳ３０３）。制御部３１の選択に応じて、副光源３
２は白色の光を出射する。すなわち、副光源３２においては白色の光が点灯する。（ステ
ップＳ３０４）。この際、点滅制御部３１２による白色の光の点滅は行われない。
【００６１】
　従って、実施の形態２に係る電子内視鏡プロセッサ２０においては、主光源２７に不具
合が発生した場合でも、大腸又は小腸内の検査を続けることができる。
【００６２】
　実施の形態１と同様の部分については、同一の符号を付して詳細な説明を省略する。
【符号の説明】
【００６３】
　２７　主光源
　２０　電子内視鏡プロセッサ
　２９　操作パネル
　３２　副光源
　３５　光源装置
　１００　電子内視鏡装置
　３１１　切替制御部
　３１２　点滅制御部
　３１３　検知部
　３２１　ＬＥＤ
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